
明王院（福山市）
　　　　　ここが明王院/この辺りは、13世紀から16世紀初頭にかけて、草戸千軒と称される港町であって、交通の要所として大いに発展していたと云う 📹 video

https://youtu.be/TEQYRdMwEgU






　歴代福山藩主の庇護の下に存続した大寺院である



　　　　本堂と五重塔が国宝



港町は後に河川が運んできた土砂が港に堆積して衰退、さらにその町の遺構も、昭和初期に行われた芦田川の川筋を変える治水工事により破壊されて
しまったが、長年にわたる遺跡の発掘調査によって、草戸千軒町遺跡としてわが国を代表する中世の集落跡が解明されている 📹 video

https://youtu.be/GAhFuOoihkI


　　　こんな紹介看板もあった



　　石段の上に山門が見える 📹 video

https://youtu.be/EqNESB236yM




　　　山門/広島県指定重要文化財/慶長19年（1614年）の再建らしい 📹 video

https://youtu.be/79uCeriEQ1Q


📹 video

https://youtu.be/jL31tLUnaVI




　山門についても言及されている



本堂/国宝/鎌倉時代後期、元応3年（1321年）の建立 📹 video

https://youtu.be/KREgq6uMEaQ




和様に禅宗様と大仏様を取り入れた折衷様/外陣と内陣の間は、中世密教仏堂の典型である格子戸と菱欄間によって厳密に区切られている/外陣の構架は
虹梁を前後に渡した上に蟇股をのせてさらに虹梁を架け、天井の一部を唐破風のような曲線を付けた輪垂木天井としているようだ（その写真が載っている）



　　本尊の木造十一面観世音立像（重要文化財）は平安時代前期に刻まれた檜の一木造 📹 video

https://youtu.be/uInD-3-FFPQ


　　外陣が少し覗けた！



　　　　　格子戸と菱欄間



禅宗様独特の大きく反った屋根 📹 video

https://youtu.be/8QswgiTV8mo




　妻飾は二重虹梁大瓶束/中央に連子窓が開いている







　　日本古来の建築様式である和様を基調としながら、長押ではなく貫を用い、建具も鎬がついた大仏様の桟唐戸



　　　　　組物は出組/中備は和様の間斗束に大仏様の双斗がのる



　　　　　アップで見たところ



　　貫が突き出た木鼻や、出組の拳鼻は禅宗様 📹 video

https://youtu.be/CgpE96ogs9Y


　　　　　アップで見たところ/台輪が廻っている



　向拝部分



　　　禅宗様の粽柱の上に台輪が通っている/桟唐戸は藁座で受ける



足元の藁座



　　　手挟みと鼻隠しの絵様



　　こちらは五重塔/国宝/南北朝時代、貞和4年（1348年）の建立/純和様





塔頂に据えられた相輪の伏鉢には「積一文勧進小資　為五重塔婆大功（一文勧進の小資を積み、五重塔姿の大功を成す）」と刻まれていると云う/これは
民衆の浄財によってこの五重塔が建てられたという事らしい/その相輪伏鉢の写真が載っている



　　　初層内部には広島県指定重要文化財の弥勒菩薩と不動明王、愛染明王の坐像が安置されているらしい 📹 video

https://youtu.be/qXDJ6VUtjz0


　　　初層には四天柱を立て、心柱は初層天井から立っているようだ 📹 video

https://youtu.be/UNWfvWSpMro


　　　　中央間は両開きの板戸であり、脇間には連子窓を嵌め、周囲には擬宝珠の付いた欄干を巡らしている



組物は三手先斗栱/中備は間斗束









　　　　さて、草戸千軒の地は歴史街道散策路として整備されている



右手に芦田川が流れる/この地は陸上交通の大動脈「山陽道」，海上交通の大動脈「瀬戸内海」，それに内陸との水上交通「芦田川」の交差するところに発達
した平安時代の終わり頃から鎌倉時代，室町時代まで栄えた中世の地方商業都市であった





　　　　　二番と八十八番



　　　　　海音寺前に所在する地蔵菩薩





　　地神





　　　　明王院下屋敷の石垣についての説明板



歴史街道散策路では草戸千軒を今に偲ばせる祭が執り行われていた！ 📹 video

https://youtu.be/Ge36udebMao



